
金
滞
古
‘
蹴
志
巻
十
四

藤
町
と
呼
べ
り
。
是
杉
浦
町
と
会
く
閉
じ
。
杉
浦
仁
右
衛
門
も
居
宅

は
味
噌
磯
町
の
漣
た
る
よ
し
‘
延
貨
の
金
滞
固
に
見
ね
、
元
乱
脈
六
年
の

士
授
に
、
杉
浦
吉
裁
味
噌
磁
町
樟
田
宗
兵
衛
隣
。
と
あ
り
。
吉
裁
は
仁

右
衛
門
の
孫
た
り
。
滋
野
茂
枝
日
く
、
昔
は
共
の
町
内
の
大
身
た
る
人

の
名
を
以
て
町
名
と
す
。
所
ν
謂
出
mm
町
・
彦
三
町
・
勘
解
由
町
た
ど
是

た
り
。
安
藤
町
・
杉
浦
町
た
ど
の
苗
字
を
以
て
町
名
と
せ
し
は
、
共
の

組
子
の
組
地
を
呼
ぺ
る
例
た
ら
ん
か
と
。
此
の
論
説
さ
も
あ
る
べ
く

聞
ゆ
。
然
る
を
今
本
多
町
・
里
見
町
・
茨
木
町
な
ど
L
、
皆
苗
字
を
以
て

町
名
と
せ
し
は
後
世
の
事
に
て
、
古
き
町
名
に
は
共
の
例
甚
だ
稀
也
。

O
杉
浦
仁
右
衛
門
守
成
健

杉
浦
穏
W
云
ふ
o

仁
右
衛
門
守
成
の
祖
父
は
安
藤
伊
賀
守
範
俊
と
稀

し
、
美
浪
園
西
方
河
戸
の
城
主
也
。
父
は
聞
書
某
と
云
ひ
‘
初
め
金

吾
中
納
言
秀
秋
に
仕
へ
、
慶
長
八
年
池
悶
輝
政
に
仕
へ
て
、
二
千
石

を
領
す
。
仁
右
衛
門
守
成
も
初
め
池
田
輝
政
へ
仕
へ
、
安
藤
氏
を
改

め
て
杉
浦
と
す
。
寛
永
十
四
年
申
納
言
利
常
卿
召
出
さ
れ
、
藩
士
の

列
に
加
へ
ら
れ
、
加
思
と
も
八
百
石
を
賜
は
り
、
鹿
安
二
年
足
軽
頭

と
成
り
、
延
寅
五
年
発
ぜ
ら
れ
、
翌
六
年
捜
す
と
。
有
津
永
貞
の
古

兵
談
磁
麓
集
に
云
ふ
。
利
常
卿
御
在
世
後
に
は
、
坂
井
奥
右
衛
門
・
杉

間
数
よ
し
申
上
ら
る
o

そ
れ
た
ら
ぽ
固
に
会
い
て
、
江
戸
へ
は
被

v
召

連
ま
じ
く
皆
。
帯
候
へ
と
御
意
友
り
O

前
康
よ
り
何
と
ぞ
願
事
り
た

け
れ

E
も
、
中
納
言
様
以
て
の
外
御
じ
ぷ

V
歩
成
ゆ
ゑ
、
飽
き
も
の

は
申
上
候
而
も
・
奉
v
願
た
ど
L
去
ふ
事
た
ら
や
o
相
等
候
へ
ば
如
何

ゃ
う
と
も
奉
v
願
と
申
上
げ
ら
る
a
A

と
・
被
昌
脅
抱
-
也
o
人
を
討
ち
立

退
候
時
、
刀
の
鞘
を
落
し
立
退
き
た
る
を
・
叉
立
蹄
り
共
家
へ
行
き
、

輸
を
取
り
来
る
故
、
そ
の
功
高
し
o

共
子
庄
兵
衛
、
共
子
吉
謙
也
。

と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
右
人
を
討
っ
て
立
退
き
た
り
と
い
ふ
は
‘

池
田
家
に
仕
へ
あ
り
し
時
の
都
民
て
)
共
の
頃
ま
で
苗
字
を
安
藤
と

稽
せ
し
を
、
杉
浦
と
改
め
た
る
も
、
身
を
隠
す
第
た
る
ぺ
し
。
か

L

る
人
世
に
稀
怠
り
と
い
へ
h
y
。

O
枝

町

元
総
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
・
校
町
と
既
に
載
せ
た
り
。
此

の
町
は
新
竪
町
の
中
程
・
庚
見
の
裏
町
民
て
、
移
浦
町
の
上
た
り
。

小
家
の
み
比
屋
せ
り
。
或
除
去
ふ
此
の
地
越
は
昔
は
河
原
に
て
‘
共

の
頃
は
此
の
地
裁
多
共
の
居
住
地
・
な
り
。
後
町
地
と
友
-
り
し
頃
・
識

多
町
と
呼
ぴ
た
り
し
を
・
織
多
の
文
苧
を
忌
み
て
、
校
町
と
た
し
た
.

る
に
や
と
い
ヘ
h
y
s

按
歩
る
vpハ
停
馬
町
民
見
の
小
路
に
古
藤
内
町
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金
揮
官
噴
志
巻
十
.
四

入

浦
仁
右
衛
門
只
二
人
な
ら
で
足
範
頭
無
v
之
、
足
極
も
二
百
許
た
ら
で
-

伊
之
由
。
是
は
大
坂
に
て
足
揺
は
用
に
不
v
立
と
の
御
意
あ
る
故
な

り
。
伊
建
政
宗
は
足
騒
を
多
く
持
ち
、
大
坂
に
て
も
用
に
立
ち
し
と

云
ふ
。
然
ら
ぽ
名
絡
に
で
も
、
共
用
の
試
み
知
り
給
ふ
蕗
に
依
り
て
、

共
心
得
遼
ひ
あ
る
事
欺
。
叉
云
ふ
。
杉
浦
仁
右
衛
門
は
人
を
討
ち

τ

立
退
き
し
に
、
輸
を
落
し
出
で
た
る
を
心
付
き
、
文
共
家
へ
入
り

τ

鞠
を
取
り
て
来
り
し
よ
り
共
名
高
し
。
共
頃
飴
程
の
働
き
あ
り
け
れ

ば
、
二
阪
の
用
に
も
立
ち
さ
う
な
る
者
と
、
利
常
卿
へ
御
家
老
衆
の

内
よ
り
申
上
げ
h

る
に
、
そ
れ
は
奉
公
は
せ
ま
い
か
と
仰
せ
ら
る
。

何
れ
も
奉
公
は
仕
度
存
宇
ぺ
け
れ
ど
も
、
仇
敵
を
持
ち
た
れ
ば
江
戸

詰
も
致
し
粂
ぬ
ぺ
し
。
今
も
身
を
隠
し
居
申
由
承
る
と
申
上
げ
L

る

に
、
そ
れ
た
ら
ぽ
闘
に
置
き

τ江
戸
へ
は
蓮
れ
ね
也
。
尋
ね
見
候
へ
と

仰
出
さ
れ
、
則
相
棒
ぬ
る
に
、
如
何
ゃ
う
と
も
と
申
由
に
付
、
被
昌
召
出
-

注
り
。
と
い
へ
り
。
混
見
摘
潟
に
は
‘
杉
浦
仁
右
衛
門
人
を
討
ち
て

身
を
隠
す
鉢
也
。
其
澗
徐
程
の
働
き
在
之
、
一
廉
用
に
も
立
ち
さ
う

た
り
と
、
中
納
言
様
へ
御
家
老
衆
御
酬
明
申
上
げ
a
A

る
、
そ
れ
は
奉
公

せ
ま
い
か
と
仰
せ
ら
る
。
何
も
申
上
る
は
奉
公
は
仕
度
可
v

存
候
得

共
、
敵
も
ち
け
る
ゆ
ゑ
江
戸
詰
・
な
ど
仕
事
難
ν
成
候
故
、
願
申
事
は
仕

と
い
ふ
あ
り
。
む
か
し
藤
内
の
居
住
地
怠
る
・
ゆ
ゑ
友
り
と
い
ひ
停
へ

た
り
。
機
多
町
も
是
に
似
た
り
。

O
木
寂
屋
敷
町

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
校
町
の
次
に
木
裁
屋
敷
町
と

い
ふ
町
名
を
載
せ
た
り
。
此
の
町
名
絶
え
た
る
か
、
そ
れ
よ
り
後
所

見
な
し
。
国
事
昌
披
問
答
た
ど
に
も
‘
新
竪
町
・
枝
町
・
鱗
町
・
犀
川
川

除
町
と
あ
り
て
、
木
議
屋
敷
町
と
い
ふ
町
名
は
記
載
せ
す
按

-Z一

に
、
背
は
木
競
屋
敷
と
て
、
此
の
地
に
材
木
競
あ
り
し
ゅ
ゑ
に
、
町

名
に
呼
ぴ
た
る
も
の
か
、
又
は
そ
の
磁
跡
を
地
子
地
と
た
し
、
家
屋

を
建
て
、
木
議
屋
敷
町
と
は
呼
び
た
る
友
ら
ん
。
木
倉
町
の
材
木
臓

の
僚
と
併
考
す
ぺ
し
。

鑓

0 
早

町

此
の
町
は
・
校
町
の
上
t
k
て
、
新
竪
町
の
裏
町
友
・
9
0
奮
藩
中
は
躯

卒
の
組
地
た
り
。
延
賓
の
金
湾
問
を
見
る
に
、
此
の
地
法
は
都
て
足

離
の
組
地
に
て
・
山
本
久
左
衛
門
演
足
趨
・
長
瀬
新
九
郎
預
足
騒
・

共
の
外
明
組
定
番
足
騒
等
の
組
地
な
る
よ
し
記
載
す
。
或
除
去
ふ
。

此
の
地
に
普
は
皐
道
と
て
、
飛
脚
用
を
勤
む
る
極
卒
の
邸
地
に
一
初
め

て
賜
は
り
け
る
に
依
り
て
、
早
道
町
と
呼
ぺ
り
0

4

ん
共
の
頃
は
戸
数

九




